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SAF取組みのご紹介

2025年2月26日

持続可能な航空燃料（SAF）の導⼊促進に向けた官⺠協議会

jinda-h2n7
スタンプ
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人と地球を健康にする。資源小国日本が「原油」を手に⼊れる挑戦。
研究開始は2010年5月。「不可能だ」と言われていたバイオジェット燃料”サステオ”での初フライトも実現。

目指す社会と進捗

2030年代前半
バイオ燃料原料の商業化
藻油技術で資源小国に資源を

2028年
大規模プラント稼働開始
（＠マレーシア、製造能力72.5万KL/年）

・2024年7月、最終投資決定
・最大10万KLの製品を日本に

目指す社会とロードマップ ※ 2 0 1 9 年当社『ファクトブック』より 進捗

2024年
実証プラント稼働終了
24年1月時点、陸海空93件

夢の一合目！
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原料開発・製品製造で空の脱炭素に貢献。パートナーと共に日本の未来を切り拓く。

当社取組の俯瞰図

陸自社品

他社品

廃食油など

藻油開発

・独自の原料調達網
・藻油開発技術

で原料の安定性担保

自社品・他社品
による安定供給

パートナーと共に
上流輸送の整備

液体燃料必須業界へ貢献

原料調達/開発 製品製造/調達 販売サプライチェーン構築

海

空

日本

海外

TBD

TBD

TBD

内航・外航船

本邦エアライン

実証段階は終了、大規模流通へ向けた本格的な準備段階へ移行。

運輸・建設等

TBD
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2025年より建設に着手し、 2028年下期迄の稼働開始を予定。
2024年12月にJVへの5%出資が完了、持分15%への早期引き上げを目指す。

プロジェクト計画概要

運営主体 Pengerang Biorefinery Sdn. Bhd.（パートナー3社の合弁会社）

建設地 PETRONAS社のPengerang Integrated Complex (PIC)敷地内

製品 SAFおよびHVO（製造量が最大化するよう構成は柔軟に調整）

使用原料 使用済み植物油、動物性油脂、植物油の加工に伴う廃棄物、
中期的には微細藻類由来の藻油などのバイオマス原料

原料処理能力 約65万トン/年

製造能力 最大12,500バレル/日（約72.5万KL/年相当）のバイオ燃料
内、出資比率に応じて最大10万KL/年の製品を日本へ供給予定。

プロジェクト金額 約13億米ドル

今後のスケジュール（予定）

2024/9/21

株主間契約の締結
2024/12/11

合弁会社設立
2024/12/27

クロージング日
2025/9/27迄

当社出資引上げ期限
2028年下期迄

運転開始

競争当局届出
クリアランス

当社資金調達に
9ヶ月の猶予期間

65百万ドルの資金コミットメントを拠出、
持分5%で出資完了

追加出資で
持分15%を目指す

2024/7/26

最終投資決定

製品製造 - ダウンストリーム（マレーシア商業プラントの進捗）

PETRONAS

Mobility

Lestari

Sdn. Bhd.*1

Euglena

Sustainable

Investment

Limited

(SPC)*2

親会社

出資主体企業

100%100%100%

47.5-42.5% 47.5-42.5% 5-15%

マレーシアの本合弁会社

⚫ 取締役構成：
PETRONAS社とEni社が各2名ずつ、
ユーグレナ社が1名を選任

⚫ 主要経営メンバー(CEO/CFO他)：
PETRONAS社及びEni社より選任

⚫ 従業員：
現地雇用及び各パートナーからの出向

*1: Petroliam Nasional Berhad (PETRONAS) の完全子会社である PETRONAS Marketing International Sdn. Bhd. が 100% 保有
*2: 2024年4月にケイマン諸島に設立された特別目的会社

企業構成
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研究開発 - アップストリーム（バイオ燃料原料用ユーグレナ生産の実用化）

2030年までにCORSIA適格燃料登録、大規模・低コスト培養技術の確立を目指す。

独立
栄養培養

従属
栄養培養

光従属
栄養培養

屋外培養タンク 屋内培養タンク屋外培養プール

植物性栄養素が豊富、
培養効率が低い

高密度・高脂質培養
に好適

生産性と
栄養バランスの両立

従属栄養培養の生産体制構築と規模拡大に着手

2024年進捗：高脂質・高密度タンク培養に成功
 光従属栄養培養比約10倍の高密度、独立栄養培養(光

  合成)対比約2,000倍の土地利用効率を達成

  高脂質・高密度培養の実現により、培養設備容量当
  たりの藻体生産効率が向上、生産コストの低減に大

  きく貢献。

従属栄養培養を軸とした技術開発

SAF製造に適したワックスエステル*1を生成
ユーグレナに含まれる油脂（ワックスエステル）は、一般的な植物油脂（トリグリセリ

ド*2）と比べて、分子構造上の酸素原子や二重結合が少ない。また、炭素鎖もSAFと同程

度の12-16個のため、低エネルギー・低水素使用量でのSAF製造を可能にする。

ワックスエステル*1

（ユーグレナに含まれる油脂）
トリグリセリドの例*2

（一般的な植物油に含まれる油脂）

H2C O C

HC O C

H2C O C

O

O

O

酸素原子と二重結合
が多い

炭素鎖の長さが
ジェット燃料に近い

酸素原子
が少ない

2024年：高脂質・高密度タンク培養に成功。原料不足が見込まれる市場にソリューションを。
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